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　　　　　　連合ゼネラルアクション・国民総行動！　４月１０～１１日

医療制度改革署名７７５万人、雇用危機の突破を求める決議１万 600枚を提出　

雇用対策の抜本的な充実を訴える

ゼネラルアクション・ウィークの総行動の一

環として、連合は、雇用危機の打開を求める厚

生労働省前集会と厚生労働省要請行動を行いま

した。

集会には地方連合会の代表等約２７０名が集

まり、地方連合会の代表が、情勢報告と決意表

明を行いました。また、厚生労働省要請では雇

用対策の抜本的な充実を訴える要請書とともに、

１万 600 枚の「雇用危機の突破を求める決議」
を厚生労働省澤田職業安定局長に提出しました。

ＪＡＭでは、高橋・セイレイ工業労組書記長（連

合高知）が厚生労働省要請に参加しました。

１３，５００人が銀座をデモ行進

１８時より、日比谷野外音楽堂で中央総決起

集会が開催され、連合笹森会長は「血と汗を流

して奮闘している労働者を踏みにじって、なに

が構造改革だ」と小泉内閣を痛烈に批判、さら

に、「小泉政権が国民の声を聞かないのなら、

政権交代をしてもらうしかない」と述べ、政策

転換しない場合には、民主・社民・自由党によ

る新政権樹立をめざすことを強調しました。

引き続き参加者は日比谷～銀座～東京駅まで

怒りのデモ行進をしました。

医療改革署名を衆院副議長に提出

翌１１日は、各地の代表がブロック別にわか

れ、民主党・社民党・自由党痔表や衆・参国会

議員に政策転換を求める要請行動と議員会館前

での座り込みを行いました。

また 4000名の国会請願デモを行い、正午には
２日間の行動を締めくくる「怒りの昼集会」を

開催、ここで渡部衆議院副議長に７７５万人分

の署名を提出しました。笹森会長は「こんな政

府はいらない」と訴えるとともに、今後も政策

転換を求める運動を継続していくことを強調し

ました。

２日間のゼネラルアクションには、本部・各

地方ＪＡＭからおよそ８００人を超える多数の

組合員が参加しました。

　

Ｊ Ａ Ｍ        

政策ＮＥＷＳ

４月１０日

４月１１日

　　　　　　　ＪＡＭでは、４月１５日現在

　　

　　署名３１０，７７９人・決議７７８枚を集約

　 署名活動は４月末まで行います。さらなるご協力をお願いします！
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